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平成３１年 ３月１５日（金曜日） 

○議事日程（第３号） 

平成３１年３月１５日（金）午後 ２時３０分開議 

日程第 １ 議案第 １号 平成３１年度東庄町一般会計予算 

      議案第 ２号 平成３１年度東庄町国民健康保険特別会計予算 

      議案第 ３号 平成３１年度東庄町後期高齢者医療特別会計予算 

      議案第 ４号 平成３１年度東庄町食肉センター特別会計予算 

      議案第 ５号 平成３１年度東庄町訪問看護ステーション特別会計予算 

      議案第 ６号 平成３１年度東庄町介護保険特別会計予算 

      議案第 ７号 平成３１年度東庄町水道事業会計予算 

      議案第 ８号 平成３１年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計予算 

             審査報告（予算決算常任委員会委員長） 

日程第 ２ 陳情第 １号 後期高齢者の窓口負担の原則１割負担の継続を求める

陳情 

      陳情第 ２号 「幼児教育・保育の『無償化』に係わる制度の拡充、

及び、国の地方自治体への十分な財政措置を求める意

見書」の提出を求める陳情 

             審査報告（文教福祉常任委員会委員長） 

日程第 ３ 陳情第 ３号 「会計年度任用職員制度の施行に伴う、国の地方自治

体への十分な財政措置を求める意見書」の提出を要請

する陳情 

             審査報告（総務産業常任委員会委員長） 

日程第 ４ 議案第１９号 工事請負契約の締結の議決事項の変更について 

日程第 ５ 議案第２０号 東庄中学校技術棟等解体工事請負契約の締結について 

日程第 ６ 意見書案第１号 「後期高齢者の窓口負担の見直し」にあたり原則１割

負担の継続を求める意見書について 

日程第 ７ 意見書案第２号 幼児教育・保育の「無償化」に係わる制度の拡充、及

び、地方自治体への国の十分な財政措置を求める意見

書について 

日程第 ８ 意見書案第３号 会計年度任用職員制度の施行に伴う、国の地方自治体
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への十分な財政措置を求める意見書について 

○本日の会議に付した案件 

議事日程のとおり 

○出席議員（１４名） 

           １番 桜 井 荘 一 君 

           ２番 土 屋 光 正 君 

           ３番 宮 澤   健 君 

           ４番 佐久間 義 房 君 

           ５番 板 寺 正 範 君 

           ６番 花 香 孝 彦 君 

           ７番 大 網 正 敏 君 

           ８番 高 木 武 男 君 

           ９番 鈴 木 正 昭 君 

          １０番 山 崎 ひろみ 君 

          １１番 土 屋   進 君 

          １２番 宮 崎 正 吾 君 

          １３番 鎌 形 寿 一 君 

          １４番 城之内 一 男 君 

○欠席議員 

 な  し 

○出席説明員（１３名） 

    町 長 岩 田 利 雄 君 

    副 町 長 金 島 正 好 君 

    監 査 委 員 平 山   茂 君 

    総 務 課 長  向 後 喜一朗 君 

    町 民 課 長 伊 藤 雅 晃 君 

    ま ち づ く り 課 長 林   栄 壽 君 
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    会 計 管 理 者 飯 嶋 実知子 君 

    病 院 事 務 長 寺 嶋 利 和 君 



－（3）－ 

    農業委員会事務局長 土 屋 富士雄 君 

    教 育 長 五十嵐 正 憲 君 

    教 育 課 長 多 田 克 己 君 

    生涯学習担当課長 林     寛 君 

○出席事務局員（３名） 

    事 務 局 長 笹 本 忠 男 

    次 長 石 毛 美恵子 

    主 査 岩 瀬 知 博 
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（午後 ２時３０分 開議） 

議長（城之内一男君） 

 ご苦労さまです。 

 ただいまの出席議員は全員です。 

 これから本日の会議を開きます。 

 議事に先立ち、報告します。本日、町長より議案２件及び議員発議による意見書

案３件を受理しました。 

 以上で報告を終わります。 

 これから議事に入ります。本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

 日程第１、議案第１号、平成３１年度東庄町一般会計予算から、議案第８号、平

成３１年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計予算まで、以上、８案を一括議題

とします。 

 本案については、予算決算常任委員会に審査の付託をしております。 

 従って、委員長より審査の経過と結果について、報告を求めます。 

 予算決算常任委員会委員長、板寺正範君。 

５番（板寺正範君） 

 予算決算常任委員会審査報告を申し上げます。 

 予算決算常任委員会に付託されました、議案第１号、平成３１年度東庄町一般会

計予算、議案第２号、平成３１年度東庄町国民健康保険特別会計予算、議案第３号、

平成３１年度東庄町後期高齢者医療特別会計予算、議案第４号、平成３１年度東庄

町食肉センター特別会計予算、議案第５号、平成３１年度東庄町訪問看護ステーシ

ョン特別会計予算、議案第６号、平成３１年度東庄町介護保険特別会計予算、議案

第７号、平成３１年度東庄町水道事業会計予算、議案第８号、平成３１年度東庄町

国民健康保険東庄病院事業会計予算、以上、８会計の予算について、去る３月７日、

８日には議案第１号、平成３１年度東庄町一般会計予算を、１１日には議案第２号、

平成３１年度東庄町国民健康保険特別会計予算から、議案第８号、平成３１年度東

庄町国民健康保険東庄病院事業会計予算までの７会計の予算を常任委員会を開催

しまして、副町長、病院長、担当課長、事務長などの出席を得て、慎重に審査を行

いました。その審査の経過と結果について、ご報告いたします。 

 審査にあたりましては、執行部より内容説明があり、その後、質疑が行われまし
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た。本予算決算常任委員会は、議長を除く議員１３名で構成する委員会であり、議

長にも出席をいただいておりますので、内容については省略させていただき、採決

の結果を報告させていただきます。 

 議案第１号から議案第８号まで、８会計につきまして採決した結果、当委員会と

しては、議案第１号につきましては賛成多数により原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

 次に、議案第２号から議案第８号については、全員の賛成により原案のとおり可

決すべきものと決定しました。 

 以上で、予算決算常任委員会の審査報告を終わります。 

議長（城之内一男君） 

 これから委員長報告に対する質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議あり」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 討論省略には異議がありましたので、この討論は行うことにします。 

 これから討論を行います。 

 まず、原案に反対する者の発言を許します。 

 ８番、高木武男君。 

８番（高木武男君） 

 反対討論を申し上げます。 

 平成３１年度一般会計予算のうち学校給食センターの新設工事費については、納

得出来ません。よって、以下の理由により賛成することが出来ません。 

 ５年ほど前、議会、教育委員会、総務課、教育課と共に横芝光町の学校給食セン

ターを視察してきたところですが、本町と同じぐらいの児童数であり、本当に参考

になったことを今でも覚えております。 

 建屋面積は、横芝光町は１，３００平米、本町が１，４００平米、工法としては



－130－ 

どちらも鉄骨造り、２階建て。建屋の工事費は、横芝光町が４億７，０００万円、

本町は９億９，０００万円。厨房設備費は、横芝光町は１億４，０００万円、本町

が１億２，０００万円で、合計、横芝光町は６億１，０００万円、本町は１１億１，

０００万円であります。 

 建屋の平米単価は、横芝光町は３６万円、本町は７０万円です。この倍近い平米

単価が、横芝光町に比べると高過ぎる原因ではないかと思います。オリンピック特

需による資材費の高騰もありますが、デフレ経済下の日本で一部、数パーセントの

値上がりがあるかもしれません。工事は当初、平米単価５０万円で見積もられてい

たということですが、オリンピック特需を理由に平米単価が７０万円になっており

ます。これが建設費高騰の原因です。鉄鋼製品を扱う方や建設関係の人に聞いても、

一部の商品での値上がりがあるものの、平米単価を２０万円も押し上げる要因は見

当たりません。 

 また、私はこの給食センター新設工事について、３０名ほどの人にいろいろと聞

いてみました。１０人ほどの人は高額過ぎてわからないと言いました。１０人ほど

の人は高過ぎるのではないかと言いました。あと１０人ほどの人は直観的に高過ぎ

ると言っておりました。大多数の町民の意見としては、高額過ぎるということでし

た。これを支払うのは納税者である町民です。私は町民の意見に従い、平成３１年

度東庄町一般会計予算に反対いたします。 

 以上で反対討論を終わります。 

議長（城之内一男君） 

 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

 他に討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これから採決を行います。 

 議案第１号、平成３１年度東庄町一般会計予算を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 議案第１号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
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（起立多数） 

議長（城之内一男君） 

 起立多数です。 

 従って、議案第１号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第２号、平成３１年度東庄町国民健康保険特別会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

議長（城之内一男君） 

 起立全員です。 

 従って、議案第２号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第３号、平成３１年度東庄町後期高齢者医療特別会計予算を採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

議長（城之内一男君） 

 起立全員です。 

 従って、議案第３号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第４号、平成３１年度東庄町食肉センター特別会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

議長（城之内一男君） 

 起立全員です。 

 従って、議案第４号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第５号、平成３１年度東庄町訪問看護ステーション特別会計予算を採

決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
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（起立全員） 

議長（城之内一男君） 

 起立全員です。 

 従って、議案第５号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第６号、平成３１年度東庄町介護保険特別会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

議長（城之内一男君） 

 起立全員です。 

 従って、議案第６号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第７号、平成３１年度東庄町水道事業会計予算を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

議長（城之内一男君） 

 起立全員です。 

 従って、議案第７号は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第８号、平成３１年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計予算を採

決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

議長（城之内一男君） 

 起立全員です。 

 従って、議案第８号は委員長報告のとおり可決されました。 

 日程第２、陳情第１号、後期高齢者の窓口負担の原則１割負担の継続を求める陳

情及び陳情第２号、「幼児教育・保育の『無償化』に係わる制度の拡充、及び、国

の地方自治体への十分な財政措置を求める意見書」の提出を求める陳情、以上２案

を一括議題とします。 
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 この陳情は文教福祉常任委員会に審査の付託をしてあります。 

 従って、委員長から審査の経過と結果について報告を求めます。 

 文教福祉常任委員会委員長、大網正敏君。 

７番（大網正敏君） 

 文教福祉常任委員会、審査報告を申し上げます。 

 文教福祉常任委員会に付託されました陳情第１号、後期高齢者の窓口負担の原則

１割負担の継続を求める陳情及び陳情第２号、「幼児教育・保育の『無償化』に係

わる制度の拡充、及び、国の地方自治体への十分な財政措置を求める意見書」の提

出を求める陳情については、去る３月１２日に副町長及び町民課長並びに健康福祉

課長の出席を得て、委員会を開催し、慎重に審査を行いました。 

 その審査の経過と結果につきまして、ご報告いたします。 

 まず、陳情第１号についての審査における意見等を要約にして申し上げます。 

 意見として、現在、後期高齢者の医療費窓口負担は１割負担者と一定の所得のあ

る人の３割負担者がいる状況です。現在、１割負担者の大半は年金受給者であり、

後期高齢者窓口負担の２割化は治療する後期高齢者の負担が増すとなり、生活を圧

迫いたします。よって、１割負担の継続を維持してほしいという陳情に賛成する。 

 以上のような意見等があり、陳情第１号、後期高齢者の窓口負担の原則１割負担

の継続を求める陳情について採択した結果、当委員会においては賛成多数により採

択すべきものと決定いたしました。 

 次に、陳情第２号では、意見として、超高齢化社会の中、国においては財源等を

確保していただき、教育に関する費用は無償にすべきと考え、本陳情に賛成する。

幼児教育・保育の無償化の実施について、地方自治体に負担を求めることは困難な

状況であり、国庫負担の拡充を求める本陳情に賛成する。 

 以上のような意見等があり、陳情第２号、「幼児教育・保育の『無償化』に係わ

る制度の拡充、及び、国の地方自治体への十分な財政措置を求める意見書」の提出

を求める陳情について採択した結果、当委員会においては全員賛成により採択とす

べきものと決定いたしました。 

 以上で文教福祉常任委員会の審査報告を終わります。 

議長（城之内一男君） 

 これから委員長報告に対する質疑を行います。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから採決を行います。採決は１件ごとに行います。 

 最初に、陳情第１号、後期高齢者の窓口負担の原則１割負担の継続を求める陳情

を採決します。 

 この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

 委員長報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議あり」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 異議がありますので、採決は起立によって行います。 

 陳情第１号、後期高齢者の窓口負担の原則１割負担の継続を求める陳情を採決し

ます。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

議長（城之内一男君） 

 起立多数です。 

 従って、陳情第１号は委員長報告のとおり採択とすることに決定しました。 

 次に、陳情第２号、「幼児教育・保育の『無償化』に係わる制度の拡充、及び、

国の地方自治体への十分な財政措置を求める意見書」の提出を求める陳情を採決し

ます。 

 この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

 委員長報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 
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 ご異議なしと認めます。 

 従って、陳情第２号は委員長報告のとおり採択とすることに決定しました。 

 日程第３、陳情第３号、「会計年度任用職員制度の施行に伴う、国の地方自治体

への十分な財政措置を求める意見書」の提出を要請する陳情を議題とします。 

 この陳情は、総務産業常任委員会に審査の付託をしてあります。 

 従って、委員長から審査の経過と結果について、報告を求めます。 

 総務産業常任委員会委員長、佐久間義房君。 

４番（佐久間義房君） 

 総務産業常任委員会審査報告を申し上げます。 

 陳情第３号、「会計年度任用職員制度の施行に伴う、国の地方自治体への十分な

財政措置を求める意見書」の提出を要請する陳情については、去る３月１３日に副

町長、総務課長、総務課長補佐の出席を得て、委員会を開催し、慎重に審査を行い

ました。 

 その審査の経過と結果について、ご報告いたします。 

 陳情第３号、「会計年度任用職員制度の施行に伴う、国の地方自治体への十分な

財政措置を求める意見書」の提出を要請する陳情について、審査における意見等を

要約して申し上げます。 

 意見として、臨時職員、非常勤職員の待遇改善、雇用安定の観念から必要となる

財源については、国において財政措置を求める意見書提出に賛成したい。 

 以上のような意見等があり、陳情第３号、「会計年度任用職員制度の施行に伴う、

国の地方自治体への十分な財政措置を求める意見書」の提出を要請する陳情につい

ては、採択した結果、当委員会においては全員賛成により採択すべきものと決定い

たしました。 

 以上で総務産業常任委員会の審査報告を終わります。 

議長（城之内一男君） 

 これから委員長報告に対する質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 
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 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 陳情第３号、「会計年度任用職員制度の施行に伴う、国の地方自治体への十分な

財政措置を求める意見書」の提出を要請する陳情を採決します。 

 この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

 委員長報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 陳情第３号は委員長報告のとおり採択とすることに決定しました。 

 日程第４、議案第１９号、工事請負契約の締結の議決事項の変更についてを議題

とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（城之内一男君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、議案第１９号、工事請負契約の議決事項の変更についての提案理由を

申し上げます。 

 この東庄中学校駐輪場等整備工事請負契約につきましては、昨年９月の定例会に

おいて議決をいただきましたが、追加工事が発生し、議決事項の一部に変更が生じ

たため、議会の議決をお願いいたしたく、提案させていただくものであります。 

 なお、詳細につきましては、担当課長より説明をいたさせます。ご審議の上、可

決くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（城之内一男君） 

 総務課長、向後喜一朗君。 

総務課長（向後喜一朗君） 
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 それでは、議案第１９号、工事請負契約の議決事項の変更についてをご説明申し

上げます。 

 この度の議決事項の変更につきましては、昨年９月の定例会において議決をいた

だきました東庄中学校駐輪場等整備工事、その１、請負契約について、追加工事が

発生したことにより、契約金額の変更を行うものであります。 

 その内容といたしましては、残土処理量の増加、増額、下層路盤、上層路盤の量

の変更、擁壁の長さの変更など、主に設計と現場との違いを補正する工事となって

おります。この工事費を精算すると７５万６，０００円の増額となります。 

 本変更契約案件につきましては、地方自治法第９６条第１項第５号及び東庄町条

例であります議会の議決に付すべき契約及び財産の取得、又は処分に関する条例第

２条の規定に基づき、議決をいただいた契約内容の変更のため、改めて議会の議決

をお願いするものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

議長（城之内一男君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから採決を行います。 

 議案第１９号、工事請負契約の締結の議決事項の変更についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 ご異議なしと認めます。 
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 従って、議案第１９号は原案のとおり可決されました。 

 日程第５、議案第２０号、東庄中学校技術棟等解体工事請負契約の締結について

を議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（城之内一男君） 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、議案第２０号、東庄中学校技術棟等解体工事請負契約の締結について

の提案理由を申し上げます。 

 本契約は、先般、制限付き一般競争入札を行い、落札した業者と契約を締結した

ものであります。 

 本案件につきましては、予定価格が５，０００万円を超えることから、関係法令

の規定に基づき議会の議決をお願いをいたしたく提案させていただくものでござい

ます。 

 なお、詳細につきましては、担当課長より説明をいたさせます。ご審議の上、可

決くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

議長（城之内一男君） 

 総務課長、向後喜一朗君。 

総務課長（向後喜一朗君） 

 それでは、議案第２０号、東庄中学校技術棟等解体工事請負契約の締結について、

ご説明を申し上げます。 

 本工事執行にあたり、平成３１年２月１５日に制限付き一般競争入札を公告後、

ちば電子調達システムで行うと同時に、新聞発表並びに町ホームページにも掲載し

て、２月２２日を期限に参加者の公募を行いました。 

 結果、１７社の応募があり、これを審査したところ、全社が参加資格を満たして

おりました。 

 ３月６日から８日を入札期間として電子入札による一般競争入札を実施し、１７

社全社からの入札があり、このうち石井工業株式会社が４，８３６万３，０００円
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に消費税並びに地方消費税３８６万９，０４０円を加えた５，２２３万２，０４０

円で落札しましたので、議会の議決を条件に同社と工事請負契約を締結したところ

でございます。 

 なお、本入札では、東庄町建設工事等契約事務取扱規程第１０条により、解体工

事における最低制限価格を予定価格の７０％としておりますが、石井工業株式会社

を含めた１３社が最低制限価格で入札をしたため、電子入札システムによるくじ引

きで落札者を決定しております。 

 また、電子入札システムによるくじは、電子入札の際に業者が任意に定めた３桁

の数字と入札時刻の秒未満の３桁の数字を用い、機械的に１社を決定するもので、

人為的に操作の出来ない仕組みとなっております。 

 本契約案件は、予定価格が５，０００万円を超えることから、議会の議決を得な

ければ契約の効力が発生しないため、地方自治法第９６条第１項第５号及び東庄町

条例であります議会の議決に付すべき契約及び財産の取得、または処分に関する条

例第２条の規定により、議会の議決をお願いするものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

議長（城之内一男君） 

 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから採決を行います。 

 議案第２０号、東庄中学校技術棟等解体工事請負契約の締結についてを採決しま

す。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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議長（城之内一男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、議案第２０号は原案のとおり可決されました。 

 日程第６、意見書案第１号、「後期高齢者の窓口負担の見直し」にあたり原則１

割負担の継続を求める意見書について及び日程第７、意見書案第２号、幼児教育・

保育の「無償化」に係わる制度の拡充、及び、地方自治体への国の十分な財政措置

を求める意見書について並びに日程第８、意見書案第３号、会計年度任用職員制度

の施行に伴う、国の地方自治体への十分な財政措置を求める意見書について、以上

３案を一括議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（城之内一男君） 

 ここでお諮りします。意見書案第１号及び意見書案第２号並びに意見書案第３号

については、先に採択された陳情の内容と重複しますので、会議規則第３８条第２

項の規定により提案理由の説明を省略したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、意見書案第１号及び意見書案第２号並びに意見書案第３号については提

案理由の説明を省略することに決定しました。 

 これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 
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 ご異議なしと認めます。 

 これから採決を行います。採決は１件ごとに行います。 

 最初に、意見書案第１号、「後期高齢者の窓口負担の見直し」にあたり原則１割

負担の継続を求める意見書について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、意見書案第１号は原案のとおり可決されました。 

 次に、意見書案第２号、幼児教育・保育の「無償化」に係わる制度の拡充、及び、

地方自治体への国の十分な財政措置を求める意見書について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、意見書案第２号は原案のとおり可決されました。 

 次に、意見書案第３号、会計年度任用職員制度の施行に伴う、国の地方自治体へ

の十分な財政措置を求める意見書について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、意見書案第３号は原案のとおり可決されました。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 閉会に先立ち、町長よりご挨拶をお願いします。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、東庄町議会３月定例会の閉会にあたりまして、ご挨拶を申し上げます。 

 本定例会には、執行部より同意１１件、承認１件、議案２０件を提案させていた

だきました。特に平成３１年度の予算議会ということで、議員各位には慎重なるご
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審議を賜り、おかげさまで全ての案件を原案のとおり可決いただきました。まこと

にありがとうございました。 

 会期中に頂戴いたしましたご意見、ご提言につきましては、鋭意検討し、町政に

反映をするよう努めてまいります。 

 さて、先月２１日に全国町村会の政策調整会議が東庄町で開催されました。荒木

全国町村会長を初め、役員の皆様がおいでになり、東庄町の取り組みを説明すると

共に、地方自治の発展、振興に向けた意見交換が行われました。今後も町村自治振

興のため、全国の町村に共通する行財政の基本的な問題並びに当面する諸課題の解

決を目指し、努力してまいりたいと考えております。 

 また、東庄町におきましても、町に課せられた多様な行政課題につきましては、

積極的に取り組んでまいる所存であります。議員各位にはなお一層のご指導、ご支

援を賜りますよう、お願い申し上げますと共に、益々のご活躍をご祈念申し上げま

して、閉会にあたりましてのご挨拶とさせていただきます。ありがとうございまし

た。 

議長（城之内一男君） 

 それでは、３月定例会閉会にあたり、私からも一言ご挨拶を申し上げます。 

 今期定例会は１１日間の会期の中で、平成３１年度一般会計予算、特別会計予算、

企業会計予算と町長提案の案件等、全て議了することが出来ました。議員各位、ま

た執行部の皆さん、ご支援、ご協力に改めて感謝を申し上げます。 

 また、一般質問については、今定例会において７名の質問者があったということ

で、一問一答方式も新たに導入されております。一般質問については、各議員にと

って貴重な発言の場でもあります。今後ともより多くの議員の皆様に内容のある一

般質問をよろしくお願いしたいと思います。 

 また、一般会計においても、小学校の統合、給食センター等、大きな事業が続い

ております。予算も大幅に増額しております。今後とも厳しい行財政運営が続くと

思いますが、議員、執行部共に、喫緊の課題であります子供達の小学校統合等、協

力して取り組んでいただきたいと思います。まだ先が長い中ですが、健康に留意し

て、今後のご活躍を祈念して、閉会にあたり挨拶といたします。 

 以上で平成３１年３月東庄町議会定例会を閉会します。 

（午後 ３時２４分 閉会） 


